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であった（F（1,30） = 9.49，p  <.01）ので，単純主効果の検定を行ったところ，実施後におけ
る性別，女子における実施後の単純主効果が有意であり，女子は実施後の公的自己意識が実施前
や，実施後の男子のそれよりも低下していた。次に私的自己意識については，実施前後の主効果
に有意な傾向がみられ（F（1,30） = 4.13，p  <.10），実施後の方が私的自己意識が上昇していた。
自尊感情については，実施前後の主効果が有意であり（F（1,30） = 26.90，p  <.001），実施後の
方が自尊感情が上昇していた（各平均値，標準偏差については，表２を参照）。
SGE 個人過程の変化　次に，SGE 実施の前後で参加者の SGE 個人過程（自己露呈，自己歪曲，
自己否定，自己主張）に変化がみられるかどうかを調べるために，同様に２（性別）×２（実施
前後）の分散分析を行った。その結果，自己露呈では実施前後の主効果が有意であり（F（1,31） 
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別×実施前後の交互作用が有意であり（各，F（1,31） = 7.07，p  < .05；F（1,31） =7.07，p  < 
.05），単純主効果の検定から，女子は実施後に自己歪曲が低下していた。自己否定では実施前後
の主効果に有意な傾向がみられ（F（1,31） = 3.22，p  <.10），実施後の方が自己否定が低下し，
自己主張では実施前後の主効果と性別×実施前後の交互作用が有意で（各，F（1,31） = 6.18，p  










つ感において有意な傾向がみられ（F（1,27） = 3.78，p  <.10），全体的に女子の方が抑うつ感が
低い傾向にあった。
　次にセッションの主効果については，すべての気分で有意であった（緊張・興奮F（9,243） = 
5.33，p  <.001；爽快感F（9,234） = 8.11，p  <.001；疲労感 F（9,270） = 9.63，p  <.001；抑うつ
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(N =16) df t p
1 積極的に参加できた。 3.88 (0.99) 4.13 (0.62) 31 0.84 
2 いろいろな人とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをするのが苦痛だった。 2.59 (1.18) 2.19 (1.05) 31 1.03 
3 期待外れだった。 2.41 (1.12) 1.81 (0.91) 31 1.68 
4 研修を通じて、新しい友だちができた。 3.47 (1.01) 3.81 (0.83) 31 1.06 
5 研修の目標がよくわからなかった。 2.18 (0.88) 2.00 (1.03) 31 0.53 
6 前向きになれたと思う。 3.53 (0.80) 3.94 (1.06) 31 1.25 
7 ふだんあまり話しをしない人とも話せた。 4.41 (0.71) 4.81 (0.40) 26 2.00 †
8 この研修で学んだことはこれからの自分に活かせそうだ。 4.12 (0.70) 4.19 (0.83) 31 0.26 
9 他の人と心のふれあいを感じた。 4.12 (0.70) 4.56 (0.63) 31 1.92 †
10 この研修が好きである。 3.53 (0.94) 4.19 (0.75) 31 2.21 *
11 自分自身についていろいろな発見があった。 3.29 (0.99) 4.19 (0.83) 31 2.80 **
12 他の人からいろいろと教えられたように思う。 3.88 (1.11) 4.44 (0.73) 31 1.69 









































































各セッション後の SGE グループ過程の変化　次に，第１セッション後から SGE 実施後にかけて
のグループ過程の変化を調べるために，SGE グループ過程尺度得点を従属変数として，２（性別）
×９（セッション）の分散分析を行った。
　その結果，性別の主効果に有意な傾向がみられ（F（1,26） = 3.11，p  <.10），女子の方が全
般的にグループ過程得点が高かった。また，セッションの主効果が有意であり（F（8,208） = 
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